
第３期福生市バリアフリー推進計画進捗状況調査一覧

第３期福生市バリアフリー推進計画＜15～19頁＞

１

○歩行者、車いす利用者の視点に立った道路づくり

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続高齢者や障害のある人、ベビーカー利用者等
のバスの乗り降りには、十分なスペースの確
保と整備が必要であり、ノンステップバスやリ
フト付きバス等の車両の導入が進められてい
るため、バス停留所のバリアフリー化を推進し
ます。なお、歩道幅員が不十分な道路や歩道
がない道路のバス停留所については、現況に
応じて対応可能なバリアフリー化に努めます。

バス停留所の整
備

4 施設

福生市狭あい道路整備要綱に
基づき、拡幅整備を進めます。
歩行者の安全対策として、路面
標示、外側線の整備等に取り
組みます。

継続 継続 継続

継続継続継続

道路整備計画の策定に取り組
み、歩道の改良にあわせてバ
ス停留所のバリアフリー化を進
めます。

簡易な歩道があ
る道路の整備

2

3
幅員の狭い生活
道路の整備

歩車共存道路として、歩行者、車いす、ベビー
カー利用者等が安全で円滑に通行できるよ
う、車両速度の抑制や、歩行者の安全対策と
してイメージハンプや注意喚起などの路面標
示、外側線の内側を彩色し歩行空間をはっき
りと明示することなど、段差や支障物をできる
だけ設置しない方向での整備を進めます。安
全対策としての防護柵、カーブミラー、安全標
識等の設置は車いす利用者の通行も考慮し
その設置に注意を払います。

施設

施設

継続継続継続

道路整備計画の策定に取り組
み、簡易な歩道については「東
京都福祉のまちづくり条例施設
整備マニュアル」に基づき、マ
ウンドアップ歩道をセミフラット
歩道に改修するなど、車いすや
シルバーカー、ベビーカー利用
者をはじめ、すべての歩行者が
安心して歩くことができる歩道
づくりを進めます。

簡易な歩道がある準幹線道路のマウンドアッ
プ歩道については、路面排水や歩道が片側
のみにあるかまたは両側にあるかなどの状
況、ガードレールの設置状況、自動車交通量
などを考慮し、可能な限り平坦な歩道づくりに
努め、道路の状況に応じた歩道の高さについ
ては、一定の基準を設けることにより、車いす
やシルバーカー、ベビーカー利用者をはじめ、
すべての歩行者が安心して歩くことができる
歩道づくりを進めます。

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

1 歩道の整備

歩道確保が可能な幅員の道路については、
「東京都福祉のまちづくり条例施設整備マニュ
アル」に定められている整備基準に基づき、
高齢者や障害のある人等が支障なく利用でき
る歩道づくりを進めます。

道路整備計画の策定に取り組
み、歩道の整備が必要な道路
については、「東京都福祉のま
ちづくり条例施設整備マニュア
ル」に定められている整備基準
に基づき、歩道づくりを進めま
す。

継続 継続 継続施設

　道路

No 項目 内容 計画（28年度）区分 所管課

道路下水道課

道路下水道課

道路下水道課

道路下水道課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 1



第３期福生市バリアフリー推進計画＜15～19頁＞

１

○歩行者、車いす利用者の視点に立った道路づくり

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

　道路

No 項目 内容 計画（28年度）区分 所管課

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

継続 継続 継続9
道路占有者、市
民への啓発

電気通信・ガス・電力関連事業者などの道路
占用者や市民に、歩行者、車いす利用者の視
点に立った道路づくりへの協力を要請します。

施策

道路の新設、改修等の設計、道路占用許可な
どにあたっては、歩行者、車いす利用者にとっ
て移動しやすい道路になるかどうかを事前に
確認したうえで、整備に着手するようにしま
す。このため、整備前の確認を行うための確
認表(チェックリスト)を作成します。

事前確認の徹底8 施策

電気通信・ガス・電力関連事業
者などの道路占用者や市民
に、歩行者、車いす利用者の視
点に立った道路づくりへの協力
を要請します。

歩行者の安全確保を図るた
め、福生市公共サイン整備方
針等に基づき、見やすく、わか
りやすいものに整備します。

継続 継続 継続

継続継続継続

道路の新設、改修等の設計、
道路占用許可などにあたって
は、歩行者、車いす利用者に
とって移動しやすい道路になる
かどうかを事前に確認したうえ
で、整備に着手します。

高齢者や障害のある人等が道路を横断する
には危険を伴うため、音声式信号機や色弱者
にとって色の識別がしやすい信号機の設置、
車いす利用者や児童が利用しやすい押しボタ
ン式信号機の設置、押しボタンを押すことがで
きない障害のある人等のための交通弱者用
信号機設置を東京都に要望していきます。

バリアフリー対応
型信号機の整備

6 施設

7
道路標識等案内
表示の設置

道路標識等案内表示については、歩行者の
安全確保を図るため、福生市公共サイン整備
方針等に基づき、見やすく、わかりやすいもの
に整備します。

施設

道路整備計画の策定に取り組
み、市道整備の際に、道路用
地にゆとりのある場合は、休憩
スポット、ベンチ等の設置につ
いて検討します。

継続 継続 継続

継続継続継続

「高齢者・障害者の移動等の円
滑化の促進に関する法律」に
基づき、対象となる横断歩道の
指定等の計画策定を進め、設
置に向けて福生警察署に要望
していきます。

5
休憩スポット、ベ
ンチ等の整備

高齢者や障害のある人にとって、長い距離を
歩くことには困難が伴うため、沿道に公園など
が無い市の幹線道路には、休憩スポット、ベ
ンチ等の設置を配慮します。

施設 道路下水道課

道路下水道課

道路下水道課

道路下水道課

道路下水道課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 2



第３期福生市バリアフリー推進計画＜15～19頁＞

１

○区域等を定めた道路づくり

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続駅舎の改良等は具体的な計画が未定で
あるため、周辺の道路状況を調査し、必
要に応じバリアフリー化、誘導標識の設
置など現状で対応可能な整備を進めま
す。

熊川駅、東福
生駅を中心と
する区域の整
備

4

水道工事等の施工に合わ
せ、路面改修等を行います。
また、現況に応じて工夫し、
可能な限り、歩行者や車い
す利用者等が通行しやすい
道路整備に努めていきま
す。

継続

東福生駅付近の市道幹線
Ⅱ-2号線の改良工事を行
い、歩道のバリアフリー化を
行います。

施策

継続 継続

継続継続継続

牛浜駅を中心
とする区域の
整備

2

3
拝島駅を中心
とする区域の
整備

拝島駅への経路となる主要な市道のバリ
アフリー等を図っていきます。なお、それ
らの道路の中には、幅員の関係で整備が
困難なものもありますが、現況に応じて工
夫し、可能な限り、歩行者や車いす利用
者等が通行しやすい道路整備に努めてい
きます。

施策

施策

継続継続継続

歩行者安全対策、案内標識
などの整備を行い、わかり
やすく、安全で快適な道路づ
くりを進めます。

市民会館、中央図書館など公共施設への
経路や周辺の生活道路について、歩行者
安全対策、案内標識などの整備を行い、
わかりやすく、安全で快適な道路づくりを
進めます。

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

1
福生駅を中心
とする区域の
整備

東西の駅前広場の整備や駅周辺の一体
的な面的整備、保健センターに至るまで
の富士見通りの整備を進めます。また、
西口から福生中央体育館までの経路や
周辺の生活道路については、中福生公園
付近の歩道改良を東京都に要望します。

東京都が施工する西口の都
道166瑞穂・あきる野八王子
線の整備については、整備
方法等について東京都建設
局西多摩建設事務所と協議
を行います。

継続 継続 継続施策

　道路

No 項目 内容 計画（28年度）区分 所管課

道路下水道課

道路下水道課

道路下水道課

道路下水道課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 3



第３期福生市バリアフリー推進計画＜15～19頁＞

１

○市民参加による道路のバリアフリー等

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

【安全安心まちづくり課】春・
秋の交通安全運動などを交
通安全推進委員会や関係
機関と共に実施します。ま
た、交通安全運動期間中は
推進委員が主要な交差点に
おいて立哨を実施し、自動
車の運転マナー向上に係る
PRを図ります。

4
樹木、植栽等
の剪定

樹木の枝や植栽などを宅地から道路側に
出さないよう、市民に定期的な樹木、植栽
等の刈り込みについて、協力を求めてい
きます。

視覚障害者誘導用ブロック
を害しないように、樹木の枝
や植栽などを宅地から道路
側に出さないよう、市民に定
期的な樹木、植栽等の刈り
込みについて、協力を求め
ていきます。

3
自動車の駐
車、停車及び
運転マナー

歩道のない道路における自動車の走行
や駐車、停車にあたっては、道路交通法
(昭和35年法律第105号)その他関係法令
を遵守するとともに、市民の通行に配慮し
たやさしい運転マナーに努めるよう、福生
警察署並びに交通安全推進委員会、その
他関係機関と連携・協力し、ＰＲに努めて
いきます。

施策

施策

継続 継続 継続

継続継続継続

【安全安心まちづくり課】放
置自転車への指導、撤去及
び保管について、シルバー
人材センターに委託します。

【道路下水道課】道路及び歩
道への自転車等の放置をな
くし、高齢者や障害のある人
等の通行の妨げとならない
よう広報・ホームページ等で
ＰＲします。

継続 継続 継続

継続 継続 継続

計画（28年度）
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度

1
看板、商品そ
の他物品の撤
去

道路上に看板や商品その他物品を置か
ないよう、商店会等を通じて事業者に協
力を求めていきます。

道路上の視覚障害者誘導
用ブロックに、看板や商品そ
の他物品を置かないよう、商
店会等を通じて事業者に協
力を求めていきます。

継続 継続 継続

内容区分

施策

2
放置自転車等
の根絶

道路及び歩道への自転車等の放置をなく
し、高齢者や障害のある人等の通行の妨
げとならないようＰＲします。特に福生駅
周辺は、銀行や商店などへの来客の自転
車と放置自転車等との区別がつかない場
合もあり、事業者の協力を得ながら、駐輪
マナーの徹底、放置自転車等の根絶に努
めていきます。

施策

　道路

No 項目 所管課

道路下水道課

安全安心まち
づくり課

道路下水道課

安全安心まち
づくり課

道路下水道課

道路下水道課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 4



第３期福生市バリアフリー推進計画＜15～19頁＞

１

○その他

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

継続 継続 継続3
道路整備計画
の策定

道路のバリアフリー整備を進めるにあたっ
ては、現在の道路の状況を把握したうえ、
緊急度、優先度を検討し、「道路整備計
画」を作成します。
また、整備に関する財源を確保するため、
可能な限り、国や都の各種補助金、交付
金を活用した整備に努めます。

必要に応じて国や東京都に
対し、道路のバリアフリー整
備を要請します。

国道及び都道については、整備状況、今
後の整備計画等を把握のうえ、必要に応
じて国や東京都に対し、道路のバリアフ
リー整備を要請します。

国道及び都道
のバリアフリー
整備を要請

2

道路整備計画策定に向け、
内部検討会議を行います。

1
幹線道路のバ
リアフリー整備

連続性のあるバリアフリールートを確保す
るためには、市内の幹線道路のバリアフ
リー整備が重要であるため、市道幹線に
ついて、道路の状況に応じ、順次バリアフ
リー化を図ります。

道路整備計画の策定に取り
組み、道路整備の際には、
「東京都福祉のまちづくり条
例施設整備マニュアル」に基
づき、バリアフリー化を図り
ます。

継続

　道路

No 項目 内容 計画（28年度） 所管課

道路下水道課

道路下水道課

道路下水道課

区分

施策

施策

施策

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

継続 継続

継続継続継続

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 5



第３期福生市バリアフリー推進計画＜20・21頁＞

２

○駅の整備の推進

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

JR八王子支社とエレベー
ターの設置などについて協
議した。

Ｂ（実施率50～90％） 継続

JR各路線の沿線市町村で
構成する協議会等に加入
し、協議会等を通じて要請・
要望を行っていく。

必要に応じバリアフリー化、誘導標識の
設置など現状で対応可能な整備を進めま
す。

熊川駅の整備4 施設

継続 継続 継続

継続継続継続

3
東福生駅の整
備

エレベーターの設置などバリアフリー化に
向けて検討を行います。

施設

JR各路線の沿線市町村で
構成する協議会等に加入
し、協議会等を通じて要請・
要望を行っていく。

道路整備計画の策定に取り
組み、「東京都福祉のまちづ
くり条例施設整備マニュア
ル」に基づき、市の主要な公
共施設へのアクセス道路の
バリアフリー化や駅周辺道
路の整備を進めます。

市民会館や福生野球場、中央図書館など
の市の主要な公共施設へのアクセス道路
のバリアフリー化や駅周辺道路の整備を
進めます。

牛浜駅の整備2 施設

1
福生駅等の整
備

福生駅は、市の中心の駅であり、市の顔
とも言えることから、西口周辺開発など駅
周辺の整備に合わせさらに整備を進めま
す。

施設

道路整備計画の策定に取り
組み、道路整備の際には、
「東京都福祉のまちづくり条
例施設整備マニュアル」に基
づき、バリアフリー化や駅周
辺道路の整備を進めます。
今年度は、ペデストリアン
デッキ改良の設計を行い、
次年度はペデストリアンデッ
キの改良整備を行います。

　駅

No 項目 内容 計画（28年度）区分 所管課

道路下水道課

道路下水道課

まちづくり計
画課

まちづくり計
画課

継続継続

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

継続 継続 継続

継続

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 6



第３期福生市バリアフリー推進計画＜20・21頁＞

２

○駅の整備の推進

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

　駅

No 項目 内容 計画（28年度）区分 所管課
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度

Ｂ（実施率50～90％） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続
福生駅西口において、地権
者を中心に駅前再開発の気
運が高まっているが、当該
案件については生活環境部
が福生市商工会を通じて間
接的に支援を行っていく。

駅周辺の一体的な市街地開発事業を計
画する場合などにおいては、バリアフリー
法に基づく「基本構想」を作成し、駅及び
周辺道路、広場等の重点的なバリアフ
リー等を推進します。

バリアフリー法
に基づく基本構
想の作成

6 施策

継続 継続 継続

継続継続継続

5
鉄道事業者へ
の要望、要請

駅のバリアフリー化を進めるため、鉄道事
業者への継続した要望、要請に努めてい
きます。

施策

JR各路線の沿線市町村で
構成する協議会等に加入
し、協議会等を通じて要請・
要望を行っていく。

まちづくり計
画課

まちづくり計
画課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 7



第３期福生市バリアフリー推進計画＜25・26頁＞

３

○主な整備方策

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事

Ａ（実施率90％以上） 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事

Ａ（実施率90％以上） 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事

Ａ（実施率90％以上） 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事
福東テニスコート女子便所
改良工事（和式から洋式へ
変更）
市営競技場便所改良工事
（和式から洋式へ変更）

Ａ（実施率90％以上） 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

　市の建築物

No 項目 内容 計画（28年度）区分

継続 継続

継続継続継続
建物入り口近くに障害者用駐車スペース
等を確保し、車いす利用者が安全に支障
なく駐車場を利用できるようにします。

障害者用駐車
スペース等の
確保

2

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事設計
委託
防災食育センター整備工事

継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事設計
委託
防災食育センター整備工事

1
敷地内通路の
整備

高齢者や障害のある人が道路から建物
の入り口に円滑に到達できるよう、敷地内
通路を整備します。

施設

施設

継続 継続

継続継続継続

施設には、車いす利用者や乳幼児を連れ
た人などが支障なく利用できるよう、｢だれ
でもトイレ｣を設置します。また、利用者が
分かりやすいように、｢だれでもトイレ｣の
表示板も設置していきます。また、既設の
障害者用トイレには、ベビーチェア、ベ
ビーベッドを併設していきます。なお、一
般用トイレの便器のうち最低ひとつは腰
掛け式とし、男子小便器を設ける場合、最
低ひとつは床置式のもの(便器の位置が
通常より低い位置にあるもの)を設置しま
す。

トイレの整備4

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事設計
委託
防災食育センター整備工事

継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事設計
委託
防災食育センター整備工事
中央体育館便所改良工事
（和式から洋式へ変更）

3
段差の解消及
び手すりの設
置

建物入り口や通路の段差は、早急に解消
します。また、廊下やトイレ、スロープ等に
は、左右に手すりを設置します。

施設

施設

継続 継続 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事設計
委託
防災食育センター整備工事

5
標示・誘導の
改善

高齢者や障害のある人等が道路から施
設の目的の場所へ円滑に到達できるよ
う、だれもがわかりやすい案内表示、誘導
ブロックなどの設置に努めます。また、階
段の点状ブロックについては、順次整備し
ます。

施設

所管課

施設公園課

施設公園課

施設公園課

施設公園課

施設公園課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 8



第３期福生市バリアフリー推進計画＜25・26頁＞

３

○主な整備方策

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

　市の建築物

No 項目 内容 計画（28年度）区分 所管課

Ａ（実施率90％以上） 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事

Ａ（実施率90％以上） 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事

Ｂ（実施率50～90％） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事

継続継続継続

現在手動式となっている施設の主要な出
入り口については、順次、自動ドアを設置
します。また、その他の出入り口について
も、大規模改修を行う場合、最低１か所に
自動ドアを設置します。

出入り口(主要
な出入り口)の
整備

6 施設

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事設計
委託
防災食育センター整備工事

継続 継続 継続

継続継続継続

観覧席・客席については、出入り口から容
易に到達でき、観覧しやすい位置に車い
す利用者のスペースを確保します。また、
今後、大規模な改修工事が行われる際に
は、高齢者や障害のある人等のために、
集団補聴設備の設置に配慮します。

観覧席・客席
の整備

8 施設

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事設計
委託
防災食育センター整備工事
第二市営住宅A棟エレベー
ター設置工事

スペース確保の検討を行う
とともに、イベント開催時な
どに区画を設けて、観戦が
スムーズに行えるよう努め
る。
また、集団補聴設備設置の
ための研究等行う。

7
エレベーターの
整備

エレベーターの設置については、今後の
施設の改修計画に合わせ、施設の状況
に応じた整備を進めます。

施設

もくせい会館建設工事
新扶桑会館整備工事設計
委託
防災食育センター整備工事

継続 継続 継続9

子育て支援環
境の整備(授乳
及びおむつ替
えの場所)

乳幼児を連れた人が利用する施設には、
授乳及びおむつ替えの場所を設置し、子
育て支援環境の整備に努めます。

施設

施設公園課

施設公園課

施設公園課

施設公園課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 9



第３期福生市バリアフリー推進計画＜25・26頁＞

３

○体育施設の整備施策

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ｂ（実施率50～90％） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

　市の建築物

No 項目 内容 計画（28年度）区分

継続 継続

継続継続継続
車いす利用者専用の観戦スペースを確保
します。

観戦スペース
の確保

2

バリアフリー化について検討
を行うとともに、人的な介助
等、既存の状況でも対応す
るよう努める。

継続

スペース確保の検討を行う
とともに、イベント開催時な
どに区画を設けて、観戦が
スムーズに行えるよう努め
る。

1
敷地内通路の
バリアフリー

高齢者や障害のある人等の施設利用、観
戦・見学等に配慮し、敷地内通路のバリ
アフリー化を図ります。

施設

施設

継続 継続

継続継続継続
今後の施設の改修計画に合わせ、だれで
も使用できるシャワー室の設置に努めま
す。

シャワー室の
整備

4

整備の検討を行うとともに、
近隣公共施設を案内するな
ど、既存の状況においても、
人的な介助等による対応を
行う。

継続

施設改修の可能性を模索す
るとともに、シャワー室の設
置についても検討する。

3
だれでもトイレ
の整備

全体育施設において、だれでもトイレを整
備していきます。

施設

施設

所管課

スポーツ推
進課

スポーツ推
進課

スポーツ推
進課

スポーツ推
進課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 10



第３期福生市バリアフリー推進計画＜27頁＞

４

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

改修等計画と併せて、誰も
が支障なく利用できるトイレ
の整備についても継続して
検討。

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

継続

継続継続継続

【環境課】ユニバーサルデザ
イン以外の公衆便所につい
ては、誰もが支障がなく利用
できるよう、改修時の際など
に整備に努めていく。

出入り口や園路については、だれもが円
滑に移動できるよう、段差の解消を図ると
ともに、スロープ（傾斜路）や手すり、わか
りやすい案内表示の整備に努めていきま
す。

公園の整備及び改修時に
は、東京都福祉のまちづくり
条例の基準に適合するよう、
整備を進めていく。

継続 継続 継続

計画（28年度）
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度
内容

　都市公園

No 項目

1
出入り口や園
路の整備

公園の遊具については、だれもが使える
よう、ユニバーサルデザインのものを採用
し、整備に努めていきます。

健康遊具において、ユニ
バーサルデザインのピクトサ
イン（説明板）を採用し、整備
を進めていく。

継続 継続

3 トイレの整備

｢だれでもトイレ｣を設置するなど、高齢者
や障害のある人、乳幼児を連れた人の利
用に支障がないトイレの整備に努めてい
きます。

【施設公園課】現在のユニ
バーサルデザイン以外のト
イレについては、誰でも支障
なく利用できるようトイレの更
新時等の際に整備に努めて
いく。

継続 継続

2 遊具の整備

駐車場が確保されている公園について
は、障害者用駐車スペースを確保しま
す。

障害者用駐車
スペースの確
保

4

継続

継続継続継続
駐車場が確保されている公
園については、障害者用駐
車スペースを確保していく。

区分

施設

施設

施設

施設

所管課

施設公園課

施設公園課

環境課
施設公園課

施設公園課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 11



第３期福生市バリアフリー推進計画＜27頁＞

４

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画（28年度）
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度
内容

　都市公園

No 項目 区分 所管課

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

継続 継続

継続継続継続

「公園ボランティア制度」を広く市民に周知
し、地域住民に清掃等の管理を依頼する
ことにより、だれもが快適に公園を利用で
きるよう努めていきます。

「公園ボラン
ティア制度」の
実施

6

公園パトロール等により、点
検を実施し、施設の補修、樹
木の管理等を適切に行い、
市民に憩いの場を提供して
いく。

継続

「公園ボランティア制度」を広
く市民に周知し、多くの地域
住民に公園の維持管理に参
加していただくことにより、だ
れもが快適に公園を利用で
きるよう努めていく。

5
憩いの場の整
備

公園が市民にとって快適でうるおいのあ
る憩いの場となり、だれもが支障なく利用
できるよう、施設の整備に努めていきま
す。

公園のあるべき姿や課題を
抽出し、バリアフリーの視点
に立った維持管理方針の策
定に向け、検討していく。

継続 継続 継続7
「公園・緑地整
備計画」の策
定

公園・緑地75か所について、バリアフリー
法施行によるユニバーサルデザイン化
等、バリアフリーの視点に立った整備計画
を策定します。

施設公園課

施設公園課

施設公園課

施設

施設

施設

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 12



第３期福生市バリアフリー推進計画＜28頁＞

５

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

ことばの学級や特別支援教
室において個別指導を実施
するための教室整備や、備
品調達を行った。
・特別支援教室導入に係る
保護者説明会を実施し理解
促進に向けた取組を展開す
ることができた。

Ａ（実施率90％以上） 継続

第一中学校の改良工事

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

1
人権教育の推
進

東京都教育委員会『人権教育プログラム』
に基づき、人権尊重の理念を広く社会に
定着させ、あらゆる偏見や差別をなくすた
め、学校の教育活動全体を通して組織
的・計画的に人権教育を推進します。

　学校教育

No 項目 内容

平成29年度に予定している
第一中学校新校舎便所改
良工事において、誰でもトイ
レを設置に向けた準備を行
う。

計画（28年度）

継続 継続 継続

2

特別支援教育
の推進体制の
整備

※平成28年度
に項目修正

福生市特別支援教育推進計画第三次実
施計画に基づき、組織的、計画的に特別
支援教育の推進体制を整えていきます。

※平成28年度に内容修正

3
学校施設のバ
リアフリー化の
推進

学校施設については、「学校施設バリアフ
リー化推進指針（平成16年３月）」や関係
省庁の施設補助事業を考慮しながら、施
設のバリアフリー化に努めていきます。

所管課

教育指導課

教育支援課

教育総務課

区分

心

施策

施設

継続 継続 継続

全校において、東京都教育
委員会「人権教育プログラ
ム」を活用し、人権教育全体
計画及び年間指導計画に基
づき、児童・生徒の人権意識
を高める人権教育を推進し
ていく。

言語障害通級指導学級（こ
とばの学級）を新たに開設す
るとともに、平成29年度に自
閉症・情緒障害特別支援学
級と小学校全校に特別支援
教室を開設するための準備
を推進する。

継続 継続 継続

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 13



第３期福生市バリアフリー推進計画＜30頁＞

６

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

公民館のつどい、男女共同
参画フォーラムに手話通訳
を配置しました。

Ａ（実施率90％以上） 継続

寿生きがいひろば5コース35
回、人生うたい語りのづどい
1回を実施しました。
青年学級にじのはらっぱ1
コース19回を実施しました。

継続

継続継続継続

生涯学習活動が「いつでも、どこでも、だ
れでも」取り組めるよう、学習環境のバリ
アフリーを図り、市が主催する事業、市民
が参加する事業については、だれもが支
障なく参加できるよう配慮します。

【生涯学習推進課】成人式に
おける手話通訳者の手配や
「ふっさ輝きフェスティバ
ル」、「軽スポーツ＆とん汁
会」（青少年育成地区委員
長会主催）、子ども議会等に
おける会場の選定におい
て、だれもが支障なく参加で
きるよう配慮します。

【公民館】必要に応じて、行
事等に手話通訳者を配置し
ます。

継続 継続

計画（28年度）
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度
内容

　生涯学習

No 項目

1
生涯学習環境
のバリアフリー
推進

継続

【公民館】公民館各館で寿生
きがいひろば事業を実施す
るとともに、その成果の発表
の場として人生うたい語りの
つどいを実施します。
青年学級にじのはらっぱ１
コースを実施します。

継続 継続2

高齢者や障害
のある人等を
対象とした事業
の充実

市が実施しているスポーツ教室やレクリ
エーション事業、パソコン教室などをはじ
めとする教養講座の中には、身体的な理
由で市民の平等な参加が困難な事業が
あるため、だれもが参加できる事業の実
施に努めるとともに、高齢者や障害のあ
る人等を対象とした事業の充実を図りま
す。

区分

心

施策

所管課

生涯学習推
進課

公民館

生涯学習推
進課

公民館

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 14



第３期福生市バリアフリー推進計画＜30頁＞

６

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画（28年度）
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度
内容

　生涯学習

No 項目 区分 所管課

Ａ（実施率90％以上） 継続

ア　地域福祉講座1コース3
回、障害者差別解消法講座
1コース1回を実施しました。

イ　青年学級にじのはらっぱ
ボランティア募集のポスター
を掲示し、ＰＲや啓発を行い
ました。

Ｂ（実施率50～90％） 継続

各回の終了後、情報交換や
研修を実施しました。

Ｂ（実施率50～90％） 継続

福生七夕まつり民踊パレー
ド等に参加し、障害者への
理解を深め、積極的に地域
の活動に関わり交流を深め
ました。

継続継続継続

ア　学習講座の開催
【公民館】福祉関連講座を継
続的に実施します。

イ　ポスターの作成、掲示等
【公民館】青年学級にじのは
らっぱのボランティア募集ポ
スターを作成・掲示し、PRや
啓発を行います。

ウ　ホームページへの掲載

「心のバリアフ
リー」・「心のユ
ニバーサルデ
ザイン」の普及

3

高齢者や障害
のある人との
交流の促進

5

【公民館】青年学級にじのは
らっぱに係るボランティア・ス
タッフの研修等を実施しま
す。

継続 継続

継続継続

【公民館】青年学級にじのは
らっぱでの障がい者とボラン
ティアとの交流はもとより、
活動を地域に展開し、幅広
い市民との交流を通して、と
もに生きる地域社会実現の
一助とします。

4
ボランティア活
動の推進

高齢者や障害のある人へのボランティア
活動を推進し、「心のバリアフリー」・「心の
ユニバーサルデザイン」へ通じる市民の
心を育んでいきます。

生涯学習推
進課

公民館

施策

施策

施策

生涯学習推
進課

公民館

生涯学習推
進課

公民館

保育所や幼稚園に通う幼児期のころから
地域の老人クラブや高齢者施設、障害者
施設、地域の団体、グループ等の高齢者
や障害のある人との交流を奨励していき
ます。

継続

継続

ア　学習講座の開催
「心のバリアフリー」・「心のユニバーサル
デザイン」を普及させるため、バリアフ
リー、ユニバーサルデザイン、ノーマライ
ゼーション、福祉、人権など、関連する分
野の学習講座の定期的な開催等に努め
ます。

イ　ポスターの作成、掲示等
ポスターの作成、掲示等により、市民へ
「心のバリアフリー」・「心のユニバーサル
デザイン」という言葉や内容をＰＲし、バリ
アフリー等についての啓発に努めていき
ます。

ウ　ホームページへの掲載
本計画の内容を市のホームページに掲載
し、その中で「心のバリアフリー」・「心のユ
ニバーサルデザイン」をＰＲします。

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 15



第３期福生市バリアフリー推進計画＜31・32頁＞

７

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

計画のとおり、市議会だより
発行ごとに明記してお知ら
せした。
議会だより音訳ＣＤ配布数
は対前年で同数であった。
また、インターネット議会中
継閲覧数も対前年でほぼ同
数であった。

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

計画
31年度

計画
32年度

市民への「バリアフリー」や「ユニバーサル
デザイン」の普及・啓発を図ることにより、
高齢者や障害のある人等への「思いやり」
意識を高め、ハード・ソフトの両面から「ま
ち」のバリアフリー化を推進します。

内容

【議会事務局】視覚障害者
（１・２級）の方へ市議会だよ
り音訳ＣＤのお届けや専用
再生機について、市議会だ
より発行ごとに明記してお知
らせしていく。
補聴器を使用する方に、議
場に磁気ループを導入して
いる旨も明記してお知らせし
ていく。
また、高齢者や子育てなど
で傍聴に出かけることができ
ない方も、自宅のパソコンで
本会議の様子をご覧になれ
るインターネット議会中継に
ついても明記してお知らせし
ていく。

継続

継続

継続継続 継続

継続継続

継続 継続

継続 継続

　市民参加

No 項目 計画（28年度）
計画

30年度

【総合窓口課】職員が「バリ
アフリー」や「ユニバーサル
デザイン」についての共通認
識を持ち、バリアフリー対応
を推進します。

【社会福祉課】広報、ホーム
ページの活用及びポスター
の掲示等を通じて、バリアフ
リーの推進の御協力いただ
けるよう周知を行っていきま
す。

【子ども育成課】児童館等で
市民への「バリアフリー」や
「ユニバーサルデザイン」の
普及・啓発を図っていく。

1
市民への普
及・啓発

区分

心
情報
施策

所管課

関係各課

継続

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 16



第３期福生市バリアフリー推進計画＜31・32頁＞

７

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画
31年度

計画
32年度

内容

　市民参加

No 項目 計画（28年度）
計画

30年度
区分 所管課

Ｂ（実施率50～90％） 継続

担当部署からの協力依頼事
項を委員へ伝えるとともに、
関わり方等、委員からの相
談等に対しても対応を行っ
たが、支援の方法に課題が
残った。

Ａ（実施率90％以上） 継続

障害者（児）の希望者に対
し、障害福祉課窓口及び福
祉センターにおいてヘルプ
カードを配布した。総合防災
訓練のメイン会場でヘルプ
マークの周知と配布を行い
ました。

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

【介護福祉課】高齢者見守り
のポイントと通報先などを掲
載した広報誌を作成します。

2
近隣の高齢者
や障害のある
人等への配慮

近隣に住む高齢者や障害のある人等が
困っているときには、思いやりを持ち地域
全体で見守り、非常時には地域住民が協
力して避難誘導できるような環境づくりに
努めます。

【社会福祉課】民生委員・児
童委員が地域住民の把握に
努め、地域全体で見守りが
できるよう支援していきま
す。

【障害福祉課】障害者（児）
の希望者に対し、障害福祉
課窓口及び福祉センターに
おいてヘルプカードを配布し
ます。
総合防災訓練のメイン会場
でヘルプマークの周知と配
布を行います。

継続継続継続

継続

継続継続継続

継続継続

3
身体障害者補
助犬同伴者へ
の理解の促進

「身体障害者補助犬法」(平成14年法律第
49号)の施行により、官公庁等の公共機
関や公共交通機関、不特定多数の人が
利用する施設等においては、身体障害者
補助犬(盲導犬、介助犬、聴導犬)の同伴
を拒んではならないことになっているた
め、市民及び民間事業者が同法の趣旨を
理解し、身体障害者補助犬同伴者の社会
参加促進に協力できるよう、広報等でＰＲ
していきます。

広報・ホームページに掲載し
周知を行います。

継続 継続 継続

心
施策

情報

福祉保健部

障害福祉課

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 17



第３期福生市バリアフリー推進計画＜31・32頁＞

７

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画
31年度

計画
32年度

内容

　市民参加

No 項目 計画（28年度）
計画

30年度
区分 所管課

Ｂ（実施率50～90％） 継続

所管部署と調整を図った
が、地域住民からの意見要
望等を把握できなかった。

Ｂ（実施率50～90％） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

継続して要請を行った。

【社会福祉課】所管部署と連
携し、地域住民等の意見要
望等の把握に努めていきま
す。

継続 継続 継続4
市民の意見要
望等の把握

新たな施設を設置し、または既存施設の
バリアフリーを図る場合は、障害者団体を
はじめ、地域住民等の意見要望等を把握
し、事業を実施します。

継続 継続

5
危険箇所の連
絡の依頼

市内の道路、公共施設等で、高齢者や障
害のある人等の移動に際して、早急に改
善が必要となる危険な箇所等がある場合
は市に連絡してもらうよう、広報等で市民
に協力を求めます。

ホームページ掲載が難しい
場合は、市に連絡してもらえ
るような、仕組みづくりの検
討を行います。

継続 継続

6
「商店街振興プ
ラン」の推進

民間事業者に協力を要請し、『福生市商
店街振興プラン』の記載内容を促進して、
市民や来街者が安心して買い物できるよ
うバリアフリーの取組を進めます。

必要に応じ、民間事業者に
協力を要請する。

継続

道路下水道課

シティセール
ス推進課

情報

情報

施策

福祉保健部

継続

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 18



第３期福生市バリアフリー推進計画＜33～35頁＞

８

○施設のバリアフリー等

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

対応を要する傍聴者は０名
であったが、常に対応できる
よう準備を行った。

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

　組織の対応

No 項目 内容 計画（28年度）

1
バリアフリー意
識の徹底

本計画書の配布、「東京都福祉のまちづく
り条例施設整備マニュアル」等の配布に
より、施設整備担当者、施設管理担当者
をはじめ、すべての職員に対し、高齢者
や障害のある人等への配慮、バリアフ
リー意識の徹底を図ります。

【議会事務局】議場傍聴席
入口の階段利用に支障のあ
る高齢者や障害のある方が
訪れたときは、職員が出向
き、議場階段昇降機利用の
対応をするよう徹底してい
く。

【社会福祉課】都発行「心の
バリアフリー」及び「情報の
バリアフリー」ガイドラインを
新たに配付し、最新の区市
町村の事例を通じて、意識
の啓発を図ります。

【子ども育成課】バリアフリー
推進計画などにより、職員に
対してバリアフリー意識の徹
底を図っていく。

【施設公園課】施設の新築、
改修に際しては、東京都福
祉のまちづくり条例施設整
備マニュアルに準拠するよう
に設計に反映をしていく。

【選挙管理委員会事務局】
選挙のお知らせを発行し、
入院中の人、重度の障害が
ある人等が投票できる制度
のＰＲとして不在者投票の案
内を記載したほか、市の
ホームページから必要書類
のプリントアウトができるよう
にした。また、代理・点字投
票も明記していく。

継続 継続 継続

継続継続継続

継続 継続 継続

継続継続継続

継続 継続 継続

所管課

関係各課

区分

施設

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 19



第３期福生市バリアフリー推進計画＜33～35頁＞

８

○施設のバリアフリー等

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画
30年度

計画
31年度

計画
32年度

　組織の対応

No 項目 内容 計画（28年度） 所管課区分

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

3
設計業者等と
の協議

施設の新設、改修等の際には、設計業者
または工事請負業者とユニバーサルデザ
インを踏まえたバリアフリー整備につい
て、十分な協議を行います。

継続継続継続

【社会福祉課】毎年度バリア
フリー推進計画の進捗状況
調査により、整備状況を把
握していく。

2
施設のバリアフ
リー整備状況
の把握

各施設の管理担当者が、「東京都福祉の
まちづくり条例施設整備マニュアル」を参
考に、常に所管施設のバリアフリー整備
状況を把握します。

【子ども育成課】「東京都福
祉のまちづくり条例施設整
備マニュアル」を参考に、常
に所管施設（児童館）のバリ
アフリー整備状況を把握しま
す。

継続

継続 継続 継続

継続継続継続

関係各課

関係各課

施設

施設

【施設公園課】新扶桑会館
整備工事（実施設計）等の
施設の新築、改修等の際に
は、設計業者や施設管理者
とバリアフリー整備の協議を
実施していく。

継続 継続 継続

【社会福祉課】東京都福祉
のまちづくり条例に基づく、
届出等の事務処理を適切に
行い、バリアフリー、ユニ
バーサルデザインの整備に
ついて取り組んでいく。

【子ども育成課】施設の改修
の際には、設計業者または
工事請負業者とユニバーサ
ルデザインを踏まえたバリア
フリー整備について、十分な
協議を行う。

継続 継続

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 20



第３期福生市バリアフリー推進計画＜33～35頁＞

８

○情報のバリアフリー等

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

発行ごとに12名の視覚障害
者（１・２級）の方に配布し
た。

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

催告発送ごとに文言の見直
しを行っているが、法律上の
用語も多いため更なる改善
を検討していく。

Ｂ（実施率50～90％） 継続

平成28年度は計画の策定
事務がなく、既存の計画に
おいて、SPコードの対応を
行っている旨周知した。

継続

継続

継続

計画（28年度）
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度
内容

【議会事務局】声の市議会だ
より作成委託を実施してい
く。市議会だよりの音訳をデ
イジー方式のＣＤ版にして、
発行ごとに視覚障害者（１・２
級）の方にお届けしていく。

【秘書広報課】音声による広
報「声の広報」（デイジｰ式
CD）の充実

【総合窓口課】広報その他、
市の情報を提供する際に
は、わかりやすい文章等で
内容を表現します。

【収納課】市税催告文を分か
りやすい文章で内容を表現
し、字体の大きさについても
配慮する。

継続 継続

継続 継続 継続

継続 継続

継続継続継続

継続

　組織の対応

No 項目

【社会福祉課】各計画書（地
域福祉計画、バリアフリー推
進計画、障害者計画・障害
福祉計画、介護保険事業計
画）にSPコードを挿入し、視
覚障害者への情報提供に配
慮していく。

継続

1
わかりやすい
情報提供の配
慮

区分

情報

所管課

関係各課
（議会事務局）
（秘書広報課）
（総合窓口課）

（収納課）
（社会福祉課）
（子ども育成

課）
（会計課）

（教育総務課）

広報その他、教育委員会や議会も含めた
市の情報を提供する際には、わかりやす
い文章で内容を表現し、字体や大きさに
ついても配慮を行います。また、広報ふっ
さ、市議会だより、福生の教育等音声によ
る広報の充実に努めていきます。

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 21



第３期福生市バリアフリー推進計画＜33～35頁＞

８

○情報のバリアフリー等

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画（28年度）
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度
内容

　組織の対応

No 項目 区分 所管課

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

福生の教育にＳＰコードを挿
入し、年４回発行した。

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

大活字本54冊
DAISY　10点
朗読CD　51枚　　購入

継続

Ａ（実施率90％以上） 継続

継続1
わかりやすい
情報提供の配
慮

継続

継続 継続 継続

アクセシビリティの向上やイ
ンターネット社会への対応な
どを目的とし、ホームページ
のリニューアルを実施し、ア
クセシビリティにより配慮して
いく。

4
ホームページ
のバリアフリー
化等

高齢者や障害のある人を含む多くの人が
容易に情報を得ることができるように画面
の色の使い方等、アクセシビリティに配慮
していきます。

火災、大雨、台風などの災
害発生時に防災行政無線屋
外文字表示板及び聴覚障害
者に貸与している文字表示
板を活用して、情報提供を
行っていきます。

3

視覚障害者・
聴覚障害者へ
の情報サービ
スの充実

図書館における点字図書、録音資料や字
幕付きＤＶＤなど視聴覚障害者への情報
サービスの充実を図ります。

大活字本の購入や、障害者
用録音資料の購入を行って
いきます。

【子ども育成課】保育園入園
のしおり、学童クラブ入所の
しおり等を作成する際には、
分かりやすい文章で内容を
表現するよう努めていく。

【会計課】会話が不自由な方
でも支払の問合せ等を容易
に行えるようにするため、想
定される質問をあらかじめ記
載した筆談用紙を会計課窓
口付近に用意していく。

【教育総務課】福生の教育に
ＳＰコードを挿入し、視覚障
害者への情報提供に配慮し
ていく。

継続継続継続

継続 継続 継続

継続 継続 継続

継続

2
災害情報のバ
リアフリー化等
の推進

災害時においては、文字表示機能を活用
し、聴覚障害者への情報提供に配慮し、
行政と関係機関、地域住民による協力体
制の確立に努めていきます。

広報その他、教育委員会や議会も含めた
市の情報を提供する際には、わかりやす
い文章で内容を表現し、字体や大きさに
ついても配慮を行います。また、広報ふっ
さ、市議会だより、福生の教育等音声によ
る広報の充実に努めていきます。

情報

情報

情報

情報

関係各課
（議会事務局）
（秘書広報課）
（総合窓口課）

（収納課）
（社会福祉課）
（子ども育成

課）
（会計課）

（教育総務課）

安全安心ま
ちづくり課

図書館

秘書広報課

継続 継続

継続

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 22



第３期福生市バリアフリー推進計画＜33～35頁＞

８

○情報のバリアフリー等

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

計画（28年度）
計画

30年度
計画

31年度
計画

32年度
内容

　組織の対応

No 項目 区分 所管課

Ｂ（実施率50～90％） 継続

各課で作成している手引き
等の掲載内容・方法を確認
し、今後の改定に向けて取り
組んだ。

Ａ（実施率90％以上） 継続

障害者手帳を取得した方
に、福祉サービスガイドブッ
クを渡し、情報提供を行いま
した。

Ｂ（実施率50～90％） 継続

他市の取り組み状況や、
マップ作成事業者に提案を
依頼するなど、調査・研究を
行った。

Ａ（実施率90％以上） 継続

利用者 10人（郵送利用者
含）
宅配件数 80件

Ｂ（実施率50～90％） 継続

準備を周知を行ったが、利
用者の獲得には至らなかっ
た。

【社会福祉課】現状の「福祉
のてびき」の内容を整理し、
より見やすく、より分かりや
すいガイドブックとなるよう、
調査・研究し、改定していき
ます。

5
福祉サービス
ガイドブックの

作成

福祉サービスの情報等が的確かつ適切
に市民に提供できるよう、福祉サービスの
総合的なガイドブックを作成し、情報提供
手段の充実に努めます。

8
対面音訳の実
施

視覚障害等により、墨字資料を読むこと
が困難な方に対し、ボランティアの協力を
得て、対面音訳事業を実施します。

対面音訳事業。平成27・28
年度とも、ボランティアの協
力を得て実施を予定し、バリ
アフリー体験上映会を行うな
ど事業の周知に努めていく。

7
図書館資料の
宅配

身体障害等により福生市立図書館に来館
することが困難な方について、図書館資
料を自宅に配達し貸し出す事業を実施し
ます。また、宅配事業に準じて図書館資
料（点字図書館、市外図書館借用資料含
む）の郵送サービスも実施します。

【障害福祉課】障害者手帳を
取得した方に、福祉サービ
スガイドブックを渡し、情報
提供を行います。

6
バリアフリー
マップの作成

全ての人が外出する際の参考となるよう、
「バリアフリーマップ」の作成に取り組みま
す。

現在、市からの補助金によ
り市民団体（バリアフリー
2001）が「バリアフリーなおで
かけマップｉｎふっさ」を作成
しているが、市としては作成
していない。今後、作成方法
を含め、わかりやすいマップ
作成の研究を行っていく。

継続継続継続

継続 継続 継続

宅配事業。宅配については
月に一度、対象利用者に実
施している。郵送サービスも
適時行っていく。

継続 継続 継続

継続 継続 継続

継続 継続 継続

図書館

情報

情報

情報

情報

関係各課

社会福祉課

図書館

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 23



第３期福生市バリアフリー推進計画＜33～35頁＞

８

○施策面等におけるバリアフリー等

評価（28年度） 計画（29年度）

具体的な成果
または評価Ｃ、Ｄの理由

具体的な計画など
（継続以外の場合）

Ａ（実施率90％以上） 継続

Ｂ（実施率50～90％） 継続

市民企画講座の実施１コー
ス1回（準備会1コース3回）
や各種事業のための実行委
員会を開催しました。

Ａ（実施率90％以上） 継続

H28登録者数：53名

Ｂ（実施率50～90％） 修正等検討

手話通訳等の研修派遣につい
ては未実施であったが、社会福
祉協議会の協力により「高齢者
疑似体験研修」を実施した。

Ａ（実施率90％以上） 継続

障害者団体に活動促進のた
めの補助金を交付するとと
もに、宿泊訓練、レクリエー
ション、行事等の活動を支援
しました。
各種団体補助金：238,000円
庁用バスの提供、職員の派
遣等による支援

計画
32年度

内容

事業等の実施にあたっては、計画の段階
から、だれもが参加しやすいよう、配慮に
努めます。

【子ども育成課】指定管理者
が実施している児童館事業
について、だれもが参加しや
すいよう、配慮していく。

【公民館】市民企画講座や
講座の準備会などを通して、
計画の段階から参画できる
機会を設定します。

計画（28年度）区分

施策

計画
30年度

計画
31年度

　組織の対応

No 項目

1
だれもが参加
しやすい事業
等の実施

4
障害のある人
の支援

ア　使用料の減免、入場料の軽減
障害のある人の社会参加促進を図るた
め、市施設の使用料減免、スポーツ、芸
術、文化事業等市が主催する事業の入場
料軽減に努めます。

イ　障害者団体等への支援
障害者団体や民間団体が主催する障害
のある人のためのスポーツ、芸術、文化
事業等の行事を積極的に支援していきま
す。

施策

災害時要援護者の把握に努
め、個人情報の更新、制度
の周知、登録の推奨を行
い、支援体制を整備して災
害時に備えます。

3

手話通訳、盲
ろう者通訳研
修等への職員
派遣

手話通訳や盲ろう者通訳の研修等へ職
員が参加しやすい職場環境をつくり、研修
への職員派遣に配慮していきます。

手話通訳や盲ろう者通訳の
研修とあわせて、高齢者や
障害者の疑似体験等を通じ
て、当事者意識の醸成が図
られるよう、研修への受講を
配慮していきます。

2
要配慮者（避
難行動要支援
者）への支援

高齢者や障害のある人の中には、災害時
に自力で避難できない人や、家族がいる
場合でも日中は一人で過ごしている人も
いるため、自主防災組織など地域住民を
はじめ、民生委員・児童委員、消防署や
消防団、警察署、社会福祉協議会などと
連携・協力し、非常時の対応を図っていき
ます。

施策

施策

イ　障害者団体等への支援
【障害福祉課】障害者団体に
活動促進のための補助金を
交付するとともに、宿泊訓
練、レクリエーション、行事等
の活動を支援します。
各種団体補助金：238,000円
庁用バスの提供、職員の派
遣等による支援

継続 継続 継続

継続 継続 継続

継続継続継続

継続 継続 継続

継続 継続 継続

所管課

関係各課
（子ども育成

課）
（公民館）

安全安心ま
ちづくり課

職員課

関係各課
（障害福祉課）

※事業費、予算額等に人件費、事務費は含まず。 24


